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平
成

年
３
月

日
、
太

23

11

平
洋
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
０
の
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地

震
に
よ
り
市
内
各
地
で
道
路

が
寸
断
さ
れ
、
青
田
地
区
で

は
大
き
な
た
め
池
の
堤
体
が

決
壊
し
水
が
あ
ふ
れ
だ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
停
電
や
断
水
、

電
話
が
不
通
に
な
り
、
多
く

の
家
屋
の
瓦
が
崩
れ
落
ち
る

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
本

宮
第
二
中
学
校
で
は
南
校
舎

の
１
階
部
分
が
押
し
つ
ぶ
さ

れ
た
形
と
な
り
、
市
の
多
く

の
施
設
が
被
害
を
受
け
ま
し

た
。市

で
は
午
後
２
時

分
に
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災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

防
災
無
線
で
余
震
に
気
を
つ

け
る
よ
う
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
と
被
害
調
査
を
実
施
し
、

被
害
の
全
容
把
握
に
努
め
ま

し
た
。

ま
た
、
市
内

箇
所
に
避
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難
所
を
設
置
し
、
３
月

日
11

夜
７
時
の
段
階
で
約
８
０
０

人
が
避
難
し
ま
し
た
。

(上)本宮第二中学校の南校舎。
(下)青田地区の市道では下水道管のマンホールが隆起（写真右）

したり、陥没した道路に車が巻き込まれた。

高
松
市
長
か
ら

市
民
の
皆
さ
ま
へ

こ
の
度
の
震
災
に
お
き
ま

し
て
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆

さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

震
災
か
ら
約

日
が
経
過
し
、
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ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
不
足

や
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
市
民
の
皆
様
の
冷
静
な
行

動
に
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
環
境
放
射
能
に
つ
き

ま
し
て
は
、
福
島
県
が
測
定
し
た

日
午
後
３
時

分
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11

に
お
け
る
本
市
の
測
定
値
は
、
２
・
９
８
マ
イ
ク
ロ
シ

ー
ベ
ル
ト
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
数
値
は
、
健
康
に
影
響

の
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
冷
静
な

行
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
環
境
放
射
能
の

測
定
に
つ
き
ま
し
た
は
、
市
と
し
て
近
日
中
に
測
定
器

を
準
備
し
、
毎
日
の
測
定
値
を
迅
速
に
お
知
ら
せ
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
の
水
道
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
検
査
の
結

果
、
基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
安
全
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
安
心
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
お
い
て
、

市
内
で
生
産
さ
れ
た
「
茎
立
菜
」
か
ら
、
基
準
値
を
超

え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
摂
取
し

て
も
、
直
ち
に
健
康
に
影
響
が
出
る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
念
の
た
め
摂
取
を
見
合
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
事
態
の
早
急
な
収
束
と
対
応
を
国
に
要
望
し
て

お
り
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
情
報
の
収
集
に

努
め
な
が
ら
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
冷
静
に
行
動
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

放
射
能
漏
れ
事
故

現
在
の
被
害
の
状
況

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
、

３
月

日
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
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震
に
よ
る
巨
大
津
波
の
被
害
を
受
け
、
原
子

炉
の
緊
急
冷
却
装
置
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の

発
電
機
が
故
障
し
た
た
め
、
原
子
炉
内
の
温

度
が
上
昇
し
、
放
射
能
漏
れ
事
故
を
起
こ
し

ま
し
た
。

本
宮
市
は
、
第
一
原
発
か
ら

キ
ロ
メ
ー

45

ト
ル
以
上
の
距
離
に
あ
り
、
屋
内
退
避
の
対

象
地
域
か
ら
外
れ
て
い
ま
す
。

（
放
射
能
関
連
記
事
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

今
回
の
地
震
に
よ
る
人
的
被
害
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
現
在
は
電
気
、

水
道
、
電
話
は
全
て
復
旧
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
な
ど
の
燃
料
が
不

足
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
宮
市
災
害
対
策
本
部
が
ま
と
め
た
３
月

日
現
在
の
被
害
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り

28と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
建
物
等
の
被
害
相
談
受
付
件
数

８
２
１
件

▽
道
路
通
行
止
め

カ
所
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▽
避
難
所
設
置
数

２
カ
所

・
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
荒
井
）
５
人

・

県
立
本
宮
高
校

１
４
９
人

※
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

の
相
談
窓
口
を
開
設
中
で
す
。
本
宮

市
役
所
ま
た
は
白
沢
総
合
支
所
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

建物等の被害は、引き続

き調査中です。



福
島
県
が
測
定
し
た
本
宮
市
の
大
気
中
の
放
射
能

(

環
境
放
射
能)

の
測
定
値
は
、
３
月

日
午
後
８
時

17

分
に

・
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
記
録
し
、

43
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そ
の
後
徐
々
に
数
値
は
下
が
り
、

日
午
後
３
時

27

11

分
現
在
で
は
、
２
・
９
８
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
は
健
康
に
影
響
な
い
レ

ベ
ル
で
す
。

日
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日
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健
康
に
影
響
の
な
い
レ
ベ
ル

【本宮市の環境放射能測定値】

［
単
位
：
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
間
］

測定日 数値
17日 10.10
18日 7.92
19日 7.46
20日 6.17
21日 4.43
22日 3.72
23日 3.47
24日 2.48
25日 2.52
26日 2.90
27日 2.98

単位：μＳ/ｈ

基
準
値
以
下
、
安
全
で
す

３
月

日
に
政
府
の
原
子
力
災
害
現
地
対
策
本
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部
が
調
査
し
た
本
宮
市
の
水
道
水
の
放
射
性
物
質

の
量
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
る
基
準
値
を
超
え

な
い
こ
と
か
ら
、
飲
ん
で
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
井
戸
水
に
つ
い
て
は
、
時
間
を
か
け
て

浸
透
し
な
が
ら
自
然
に
ろ
過
さ
れ
て
地
下
水
と
な

り
、
通
常
は
ふ
た
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

水
道
水
よ
り
安
全
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

放射性
ヨウ素

放射性
セシウム

もとみやクリーンセンター ２１ 検出されず

南消防署 ５０ ８．９

単位:Ｂｑ（ベクレル）／kg

※指標に基づく飲料水の基準
は、放射性ヨウ素が300ベク
レル／kg（乳幼児は100ベク
レル／kg ）、放射性セシウム
が200ベクレル／kgとなって
います。

【本宮市の
水道水中の放射性物質】

３
月

日
、
厚
生
労
働
省
は
福
島
県
内
で
採
取
さ

23

れ
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
葉
物
野
菜
か
ら
、
基
準
値

を
上
回
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
と
発
表
し
ま

し
た
。
３
月

日
に
採
取
さ
れ
た
本
宮
市
産
の
ク
キ

22

タ
チ
ナ
か
ら
も
基
準
を
１
６
４
倍
上
回
る
量
の
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
国

は
福
島
県
に
対
し
葉
物
野
菜
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

花
蕾(

か
ら
い)

類
に
つ
い
て
、
出
荷
制
限
と
摂
取
制

限
を
指
示
し
、
現
在
市
場
に
は
流
通
し
て
い
ま
せ
ん
。

基
準
値
を
超
え
る
放
射
能
検
出

放射線健康リスク管理アドバイザー講演会を開催

３月２４日に、「福島原発事故の放射線健康リスクについて」と題した講演会を大玉村で開催しました。この講
演会には、福島県放射線健康リスク管理アドバイザーの高村 昇氏（長崎大学大学院教授）を招いて、放射線・
放射能の健康に対する影響について講演いただきました。講演では「今回の原発事故での健康への影響はない。
今後も心配ないのではないか。医療従事者も過敏な反応をしないことが重要」と話されていました。講演の内容
や、質疑の中から一部をご紹介いたします。

【講演より】
■汚染のイメージ

火山灰が、被服に付着したイメージであり、衣
服は払い落とし、露出部分は洗うことで概ね大丈
夫。食物も一緒であり、規制値遵守の必要はある
が、野菜も洗えばかなりの部分が（９０％程度）
を落とすことができる。

■水について
生活用水で１００～３００ベクレルの値は、心

配ない。乳幼児への配慮のみを適正に行えば大丈
夫。少し位飲ませたとしても心配ない。これらに
ついては、正確な情報を収集していくことに尽き
る。

【質疑より】
Ｑ：登下校など通学は安心か？屋外（体育、公園で

の遊び等）での活動は？
Ａ：１時間外出しても影響はない。早く収束して欲

しいがモニタリングを注視すること。半減期も
あり、過度の心配はない。

Ｑ：浄水器をとおした水は大丈夫か？
Ａ：ヨウ素は水溶性であるので、浄水器の有無で判

断しない方が良いのでは。

Ｑ：放射線はどれ位飛ぶのか？
Ａ：どういうもので遮へいするかによって違う。一

般的には、距離の２乗に反比例し、放射線を出
し続ける時間に比例する。

広報もとみや４月号は、地震の影響により発行中止となります。


